
印西クリーンセンター放射性物質に関する報告 

１ 放射性物質の測定結果 

放射性物質汚染対処特別措置法に基づき月１回測定しています。  

・焼却灰（主灰・飛灰）の放射性セシウムの測定結果（セシウム 134と 137の合計値） 

 

・排ガス中の放射性セシウムの測定結果（セシウム 134と 137の合計値） 

測定月 炉別 測定容器 分析の結果 検出下限値 

令和元年 11 月  １号炉 
ろ紙部 不検出 ２（１３４又は１３７） 

ドレン部 不検出 同上 

令和元年 10 月 ２号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 

令 和 元 年 9 月 

１号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 

３号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 
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測定月 炉別 測定容器 分析の結果 検出下限値 

令和元年８月 ２号炉 
ろ紙部 不検出 ２（１３４又は１３７） 

ドレン部 不検出 同上 

 

2 空間線量の推移 

印西クリーンセンター敷地内及び敷地境界の９地点で週１回測定しています。 

・敷地境界４地点の空間線量月平均値（地上高 100cm） 

 

除染対象線量 0.230 
    ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時間 

 

0.068 

0.091 



（測定位置図）  

 

 

 

３ 焼却灰の処理状況 

  放射性物質の測定結果により、基準値（8,000Bq/kg）以下を確認し、印西地区一般廃棄物最終処分場へ埋立処分しています。 

（令和元年度：１０月末現在） 

令和元年度計画処理量 埋 立 量 

5,467ｔ／年 

・ 4月  403ｔ  ８月 366ｔ 

・ 5月  558ｔ  ９月 ４25ｔ 

・ ６月  534ｔ １０月 552ｔ 

・ ７月  554ｔ 

計 ３,392ｔ 

印西地区一般廃棄物最終処分場 

埋立容量 402,200 ㎥ 埋立量８８,722 ㎥ 残余容量 313,478 ㎥ 

埋 立 率 22.06% 

 

 

0.067 

 

第３地点 

第６地点（外周歩道工事のため工

場敷地内で測定（H27.11/24～

H28.4/5） 

第 2 地点 

第４地点 

指定廃棄物

保管場所 
① 

 

※指定廃棄物（飛灰）の保管状況について 

基準値（8,000Bq/kg）を超えた飛灰（平成

23年 7月、8月発生の指定廃棄物）は 130

ｔあり、今年度ドラム缶（252缶）をフレコ

ンバックに梱包し、既存のフレコンバッグ

（120袋）と一緒に、一時保管しています。

この指定廃棄物は国が処分するものです。 

 



 



（２）次期中間処理施設整備事業の進捗状況について 

 

１．施設整備について 

 

（１）建設予定地内の埋蔵文化財調査業務 

 ・本調査：８月９日終了 

 ・調査個所の整地：１０月３日終了 

 ・史料整理：令和２年度 

 

（２）施設整備の基本設計、環境影響評価業務等 

・道路・上下水道・雨水排水・電気・ガス等の課題整理中 

 ・環境影響評価：事業計画概要書の作成中（今後、現地調査等） 

 

（３）インフラ整備 

①アクセス道路について 

 ・現在、詳細設計業務委託に向けての調査、検討 

 ②上水道整備 

 ・次年度着手に向けて印西市担当課と協議中 

 ③下水道、その他のインフラ 

 ・印西市、企業などへヒアリングし、課題整理中 

 

 

２．地域振興策について 

 

（１）基本計画の一部変更業務 

 ・展開エリア、建築意匠、各種インフラ、植栽計画などを検討中 

 

（２）地域振興策予定地の地盤透水試験業務 

 ・雨水の地下浸透能力試験（11/18～19）を実施し、分析中 
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（３）公害防止協定の見直しについて  

                     

１．令和元年度第２回の環境委員会以降、乙側委員代表者３名との協議を 10

月 24 日（木）に実施しました。  

２．排ガス基準（水銀）の協定値について  

大気汚染防止法の改訂（平成 30 年 4 月１日から施行）により焼却施設の排

ガス の測 定 項目 に水 銀が 加わ り 、既 存焼 却炉 は 50μ g/Nm3、 新設 焼却 炉 は

30μ g/Nm3 という規制値となり、本協定書での協定値も規制値通りの 50μ

g/Nm3 を主張する甲側と乙側は協定値 30μ g/Nm3 でという隔たりがあります。 

30μ g/Nm3 という理由は  

①  千葉県内に独自に 30μ g/Nm3 と決めて操業している工場がある。  

②排ガ スの 他の 測定 項目が 国の 規制 値よ り下回 る協 定値 を掲 げてい なが ら、

なぜ水 銀だ け規 制値 通りな のか 、協 定書 の押印 者で ある 自治 会長へ の説 明

ができない。  

３． 30μ g/Nm3 の数値で操業している清掃工場への調査依頼  

 流 山 市 等 の 清 掃 工 場 で は 、 大 気 汚 染 防 止 法 の 改 訂 以 前 か ら 、 独 自 に 30μ

g/Nm3 という数値で操業しており、その詳細（数値の根拠、排ガス処理設備

等）を調査してほしい旨の要望が出され、各工場の状況を調査した。  

 ①流山市 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 2004 年竣工  規制値は京都市を参考  

  分析計有  排ガス処理設備（集塵器、洗浄塔、触媒反応塔）  

 ②柏市南部 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 2005 年竣工  規制値は京都市を参考  

  分析計無  排ガス処理設備（集塵器、洗浄塔、活性炭吸着塔触媒反応塔） 

 ③新港 ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ 2002 年竣工  規制値は京都市を参考  

  分析計無  排ガス処理設備（集塵器、洗浄塔、脱硝反応塔）  

 ④印西 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  1986 年竣工（ 1,2 号炉） 1999 年竣工（ 3 号炉）  

  分析計無  排ガス処理設備（集塵器、反応塔）  

４．害防止協定書第 10 条  異常時に対する措置に関する条文について  

  本条文後段に第６条に定めた協定値を超えた場合、速やかに操業の停止等

の措置を講ずる旨の表記があり、そこまでの強硬な表現は如何なものかとい

う意見があった。他の清掃工場での地域住民との協定で良い表現があれば参

考にしたらどうかという教示もあり、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等で調査したが、なかなか公表

している清掃工場は少なく、現在も調査中であります。  

資料４ 



（４）台風の被害による搬入ごみについて 

 

１．他県、他市から持ち込まれた粗大ごみ等はあったのか 

 ありません。 

 

２．印西市、白井市、栄町からの台風被害のごみ搬入量はどれくらいか 

 台風被害の大きかった他市町のように、仮置き場を設置し、そこからｸﾘｰﾝｾﾝﾀ

ｰへ運び込まれれば、台風による被害ごみということで種類や重量を把握できま

すが、印西市、白井市、栄町では、仮置き場を設置してまでの対応はしなかっ

た為、詳細な量は把握できません。 

 なお、月別のごみ搬入量は本資料４ページのとおりですが、台風の影響が考

えられる９月、１０月のごみ量を前年度と比較すると、４５７ｔ多い状況です。 
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